
―
―
学
長
就
任
後
す
ぐ
に
、
コ

ロ
ナ
対
応
と
い
う
大
変
な
時
期

を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
ね
。

　

２
０
２
０
年
の
春
学
期
は
と

に
か
く
、
教
育
を
と
め
な
い
よ

う
に
と
、
教
員
同
士
が
協
力

し
、
学
期
の
開
始
を
遅
ら
せ
る

こ
と
な
く
オ
ン
ラ
イ
ン
の
授
業

に
移
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
の
学
び
の
柱
と
な
る
批
判
的

思
考
・
対
話
・
多
様
性
の
三
つ

を
失
わ
な
い
よ
う
、
授
業
に
は

で
き
る
限
り
対
話
を
取
り
入

れ
る
工
夫
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

秋
学
期
か
ら
は
、学
生
が
大

学
で
授
業
を
受
け
る
対
面
型

と
オ
ン
ラ
イ
ン
型
、ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
型
の
三
形
式
で
授
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型

は
、対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
を
組
合

わ
せ
た
も
の
で
、様
々
な
事
情
で

大
学
に
来
ら
れ
な
い
学
生
は
、オ

ン
ラ
イ
ン
で
参
加
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。ど
の
形
式
に
す
る

か
は
、学
生
の
意
見
を
尊
重
し
、

柔
軟
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
型
の
授
業
に
つ

い
て
学
生
の
声
を
聞
く
と
、「
ｗ

ｅ
ｂ
上
の
資
料
に
い
つ
で
も
ア

ク
セ
ス
で
き
、
復
習
が
し
や

す
い
」な
ど
と
、
肯
定
的
な
も

の
も
多
か
っ
た
で
す
し
、
地
方

や
海
外
大
学
な
ど
と
の
連
携
も

し
や
す
い
で
す
。
今
後
は
、
オ

ン
ラ
イ
ン
の
可
能
性
を
再
検
討

し
、
良
い
と
こ
ろ
は
活
用
し
て

い
き
た
い
で
す
。

　

冬
学
期
に
は
、
音
楽
学
の
視

点
か
ら『
感
染
症
と
音
楽
』を

テ
ー
マ
に
、
ペ
ス
ト
な
ど
が
蔓

延
し
た
時
期
に
音
楽
が
受
け
た

影
響
を
考
え
た
り
、
歴
史
学
の

視
点
か
ら『
歴
史
の
中
の
病
』を

考
え
る
な
ど
、
コ
ロ
ナ
渦
を
切

り
口
と
し
た
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ

な
ら
で
は
の
授
業
も
開
講
さ
れ

ま
し
た
。
学
生
に
と
っ
て
は
、

現
在
の
課
題
を
理
解
し
て
史
料

を
紐
解
き
、
未
知
の
も
の
に
挑

戦
す
る
と
い
う
、
学
問
の
本
質

を
学
ぶ
よ
い
機
会
だ
っ
た
と
考

え
ま
す
。

と
は
い
え
、
こ
の
自
然
豊
か
な

キ
ャ
ン
パ
ス
に
集
ま
り
、
同
じ

空
間
と
時
を
過
ご
す
と
い
う
体

験
は
教
育
的
に
も
大
き
な
意
味

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、

状
況
を
み
な
が
ら
、
対
面
型
の

授
業
の
再
開
も
増
や
し
て
い
き

た
い
で
す
ね
。

―
―
こ
れ
か
ら
Ｉ
Ｃ
Ｕ
が
目
指

す
姿
と
は
？

　

批
判
的
思
考・対
話・多
様
性

を
重
視
し
た
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教

育
の
実
践
と
い
う
基
本
的
な
方

針
は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、新
た
な

取
り
組
み
も
始
め
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
９
年
に
は
主
に
学
士

と
修
士
の
単
位
を
５
年
で
取
得

す
る「
学
士
・
修
士
５
年
プ
ロ

グ
ラ
ム
」履
修
生
を
対
象
と
し

た「
Ｉ
Ｂ
教
員
養
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
」を
開
講
し
ま
し
た
。
リ
ベ

ラ
ル
ア
ー
ツ
と
国
際
バ
カ
ロ
レ

ア（
Ｉ
Ｂ
）は
親
和
性
が
高
く
、

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
の
素
養
を
も

ち
な
が
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の

育
成
を
牽
引
す
る
教
員
養
成
を

目
指
す
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　

２
０
２
０
年
に
は
国
連
大
学

の「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
大
学
連
携
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
」に
加
盟
し
、
学

内
に
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
室
を
設

置
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
首
都

圏
の
複
数
の
大
学
と
連
携
し
、

「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
大
学
リ
ー

グ（
※
）」の
発
足
を
目
指
し
て

い
ま
す
。今
後
は
、学
生
と
と
も

に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
取
り
組

み
、
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を

通
し
て
地
球
規
模
の
課
題
に
向

き
合
い
、
地
域
や
国
際
社
会
に

発
信
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

学
生
主
体
の
活
動
も
活
発

で
、
現
在
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
教
育
の

基
本
精
神
で
あ
る「
世
界
人
権

宣
言
」に
関
連
し
ビ
ジ
ュ
ア
ル

版
書
籍
の
英
語
版
を
つ
く
る
翻

訳
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
行
中
で

す
。
21
年
４
月
に
は
、
日
本
国

際
基
督
教
大
学
財
団（JICU

F

）

と
連
携
し
、
学
部
生
が
中
心
と

な
っ
て
地
域
の
非
営
利
団
体
を

支
援
す
る「
コ
モ
ン
グ
ッ
ド
基

金
学
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
着

手
し
ま
し
た
。

　
「
コ
モ
ン
グ
ッ
ド
：Com

m
o

n good

」と
は
、
個
々
の
利
益

だ
け
を
追
求
す
る
の
で
は
な

く
、
皆
の
た
め
、
世
界
や
地
球

全
体
の
た
め
に
良
い
行
い
を
す

る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
今
、

一
部
の
国
や
地
域
で
分
断
が
起

き
て
い
る
の
は
、
コ
モ
ン
グ
ッ

ド
の
精
神
が
失
わ
れ
て
い
る
か

ら
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
世
界

全
体
が
ニ
ュ
ー
・
ノ
ー
マ
ル
へ

と
転
換
を
求
め
ら
れ
る
な
か
、

コ
モ
ン
グ
ッ
ド
は
、
こ
れ
か
ら

の
教
育
の
基
盤
と
な
る
考
え
方

だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
多
様
性
の
な
か
で

対
話
し
な
が
ら
互
い
を
尊
重

し
、
共
に
生
き
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
の
考

え
方
を
世
界
全
体
で
共
有
で
き

る
よ
う
働
き
か
け
て
い
き
た
い

で
す
ね
。

―
―
Ｉ
Ｃ
Ｕ
で
学
び
た
い
と
思

う
帰
国
生
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｕ
に
は
日
本
の
高
校
で
学

ん
だ
学
生
や
留
学
生
、帰
国
生

と
様
々
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

持
つ
学
生
た
ち
が
集
ま
り
ま
す
。

帰
国
生
の
皆
さ
ん
は
、多
様
な
価

値
観
に
触
れ
な
が
ら
様
々
な
経

験
を
重
ね
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

多
様
性
に
あ
ふ
れ
る
こ
の
キ
ャ
ン

パ
ス
で
、学
生
た
ち
は
互
い
の
価

値
観
を
認
め
合
い
な
が
ら
、前
に

進
ん
で
い
き
ま
す
。帰
国
生
の
皆

さ
ん
に
は
そ
の
原
動
力
と
な
っ
て

も
ら
い
た
い
と
願
って
い
ま
す
。

ICU教養学部教授・教養学部長を経て、
2020年4月に学長に就任。専門はフランス
文学で多くの戯曲翻訳を手掛ける。蜷川幸
雄演出の舞台『ひばり』と『カリギュラ』の翻
訳を担当し、第15回「湯浅芳子賞」 を受賞
している。

国際基督教大学学長　岩
いわ

切
きり

正
しょう

一
いち

郎
ろう

氏

リベラルアーツ教育の先駆者として、批判的思考・対話・多様性
を重視する学びを実践してきた国際基督教大学（ＩＣＵ）。コロ
ナ禍においても、教育の質を落とさない取り組みを行っている。
ＩＣＵの現状と今後の方向性について岩切正一郎学長にお話を
うかがいました。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
批
判
的
思
考
・
対
話
・
多
様
性
を

重
視
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｕ
ら
し
い
授
業
を

ICU seeks to admit students irrespective of nationality 
who can strive academically and personally at ICU, in 
line with its goal to cultivate responsible global citizens. 
Applicants undergo a documentary screening process 
in English, including the submission of standardized 
test scores, such as SAT, ACT, or IB. Admissions are 
based on holistic criteria with the goal to identify 
students who are able to perform at a superior level in 
a liberal arts environment. Moreover, coming from 
diverse educational and cultural backgrounds, students 
are expected to enrich the ICU student body with 
different and innovative ways in which to meet the 
challenges of the new global age.

〈4月入学〉8月～10月　
〈9月入学〉1月～3月

願書
受付

English Language Based Admissions
（April / September Entry）

日本または外国の学校教育における通常の
12年以上の課程を修了した者および修了見
込みの者、またはこれに準ずる者。

出願
資格

※教育を受けた国、制度によって出願条件、必要書類などが異なります。詳細は
募集要項をご覧ください。

その他の入学者選抜制度についてはＷＥＢサイトを参照の
上、アドミッションズ・センターにお問い合わせください。
 HP https://www.icu.ac.jp 　　 admissions-center@icu.ac.jp

ユニヴァーサル・アドミッションズ

４月入学帰国生入学試験〔日本語による試験〕

以下の条件を全て満たすことが必要です。 
1．外国の教育制度で中・高等学校を通じ 2 年
以上継続して教育を受けた者。 
2．国内外を問わず、当該国の学校教育における
通常の12年以上の課程を2019年4月1日から
2021年3月31日までに修了（見込み）の者。

注1）「中・高等学校を通じ 2 年以上」とは、以下のい
ずれかを指す。
①12年の課程における7学年目以降（日本の
中学校および高等学校に相当する6学年
間）のうちの2年

②13年の課程における8学年目以降のうちの 
2年 

注2） 学校教育法第１条に規定されている高等学校のうち
①国際バカロレア認定校、②海外の教育制度による 卒業
資格を取得できるディプロマコース、による出願の場合は、
当該ディプロマを取得することが必要。 
注3） 通常の課程を飛び級あるいは繰り上げ卒業（見込み）
により、12 年未満で修了（見込み）の者の出願 は認める。

1）英語（IELTS，TOEFL または 
          Cambridge English） 
2）小論文（日本語による記述式）
3）面接（グループ・ディスカッション）

試験
科目

十分な日本語能力を持ち、なおかつ自らの海外経験をリ
ベラルアーツにおいて生かし開花させる資質を持つ学
生を広く求めています。帰国生の持つ多様な背景や価
値観が、国際性への使命を掲げるＩＣＵの新たなダイナミ
ズムを生み出す原動力となってほしいと願っています。

出願
資格

※2021年4月入学の情報です

国際基督教大学
INTERNATIONAL 
CHRISTIAN 
UNIVERSITY

〒 181-8585 東京都三鷹市大沢 3-10-2
https://www.icu.ac.jp
e-mail : icu-admissions@icu.ac.jp

※大学キャンパスで消費する電力を再生可能エネルギーで賄うことを目指す取り組みで、教育機関として、再エネ社会を担う人材を育てることも目標とする

文学、物理学、法学などの伝統的な
学問や、「平和研究」「アメリカ研究」
などの問題解決型、地域研究型の分
野など、31のメジャー（専修分野）を設
置。学生は興味を見極めてから2年次
の終わりにメジャーを決定します。

入学後に専門分野を決める
メジャー制度 美術・文化財研究、音楽、文学、哲学・宗教学、

経済学、経営学、歴史学、法学、公共政策、政
治学、国際関係学、社会学、人類学、メディア・
コミュニケーション・文化、生物学、物理学、化
学、数学、情報科学、言語教育、教育学、言語
学、心理学、アメリカ研究、アジア研究、開発
研究、環境研究、ジェンダー・セクシュアリティ
研究、グローバル研究、日本研究、平和研究

31のメジャー（専修分野）

世界の大きな転換期にも変らない
対話を中心とする
リベラルアーツの学びを進める

求
め
ら
れ
るC

om
m

on good

の
精
神


